
大分県立津久見高等学校硬式野球部後援会規約 

 

（名称） 

第１条 この会は、大分県立津久見高等学校硬式野球部後援会（以下「後援会」

という。）と称する。 

 （目的） 

第２条 後援会は、大分県立津久見高等学校(以下「津久見高校」という。)の

教育方針に則り、津久見高校硬式野球部の強化と人材育成の支援及び津久見

高校硬式野球部と小中学校野球部との交流等、「野球のまち津久見」の創生

に資する事業を推進し、津久見高校並びに津久見市の発展に寄与することを

目的とする。 

（事業） 

第３条 後援会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

⑴  津久見高校硬式野球部の強化のための支援 

⑵  津久見高校硬式野球部ＯＢ会との共同事業 

⑶  津久見高校硬式野球部の広報活動 

⑷  津久見高校が主催する諸行事への協力 

⑸  小中学校野球部との交流事業 

⑹  前５号に掲げるもののほか、当後援会の目的を達成するために必要な事業 

 （会員） 

第４条 後援会の会員は、次のとおりとする。 

⑴ 大分県立津久見高等学校硬式野球部後援会会則（昭和38年5月10日施行。

以下「会則」という。）に基づく後援会会員で、この規約に基づく主旨に

賛同するもの。 

⑵ 主旨に賛同する企業、団体及び個人 

２ 後援会に入会しようとする場合は、別に定める加入申込書を、会長に提出

するものとする。 

 （役員） 

第５条 後援会に次の役員を置く。 

⑴  会長        1名 

⑵  副会長     若干名 

⑶   理事      若干名 

⑷  監事        2名 

⑸  事務局長          1名 

⑹  事務局     若干名 

⑺  会計        1名 

２ 後援会に、名誉顧問及び顧問を置くことができる。 

（役員の選任） 

第６条 前条の役員は、総会において選任する。 

 



   (役員の任期) 

第７条 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 役員は、任期満了後も後任者が就任するまでは、引き続きその任務を行う

ものとする。 

３ 役員が任期中に、役員の職を退いた場合は、後任者が補欠就任するものと

する。ただし、補欠就任した役員の任期は、前任者の残存期間とする。 

  (役員の任務) 

第８条 役員の任務は、次のとおりとする。 

⑴ 会長は、後援会を代表し、その会務を総理する。 

⑵ 副会長は、会長を補佐して後援会の業務を掌理し、会長に事故があると

き又は会長が欠けたときは、会長の職務を代理する。 

⑶  理事は会務遂行についての意見を述べ、後援会の運営を補佐する。 

⑷  監事は、会務の状況及び会計を監査する。 

⑸  事務局長は、会長の命を受け、会務を処理する。 

⑹ 事務局は、事務局長を補佐し、会務を処理する。 

⑺  会計は、全ての会計を処理する。 

２ 名誉顧問及び顧問は、会議に出席し、又は会長の諮問に応じて後援会の運

営等に関しての意見を述べることができる。 

（会議） 

第９条 後援会の会議は、総会及び役員会とし、会長が召集し、会長が議長と

なる。 

２ 会議の議決方法は出席役員及び会員の過半数とし、可否同数のときは、議

長の決するところによる。また、委任状の提出により、表決を委任すること

ができる。 

３ 前２項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に

定める。 

（総会） 

第10条 総会は、定例総会及び臨時総会とし、役員及び会員をもって構成し、

次の事項を審議する。 

⑴ 規約の改廃 

⑵ 事業計画及び予算の決定並びに決算の承認 

⑶ 役員の選任 

⑷ 本会の解散 

⑸ その他、役員会において必要と認められた事項 

２ 定例総会は、年１回開催し、臨時総会は、役員会が特に必要と認めた場合

及び会員の３分の１以上の同意があった場合に開催することとする。 

 (役員会) 

第11条 役員会は、第５条各号に掲げる者で構成し、次の事項を審議する。 

⑴ 後援会の運営に必要な細則の制定及び改廃 

⑵ 総会に付議すべき議案 



⑶ 総会で議決を必要とする事項で、緊急を要する事項 

⑷ その他、会長が必要と認められた事項 

（経費） 

第12条 後援会の運営に要する経費は、会費、寄付金、その他収入をもって充

てる。 

２ 後援会の会計年度は、６月１日から翌年の５月３１日とする。 

 (会費) 

第13条 会費の納入は、総会の議決を経て定めるものとする。 

２ 会員の年会費は、個人会員１口3,000円、企業団体会員１口10,000円とする。 

（監査） 

第14条 会長は、会計年度終了後、収支決算書及び事業報告書を作成し、監事

の監査を受けなければならない。 

２ 監事は、監査を終えたときは、意見書を付して会長に提出しなければなら

ない。 

３ 会長は、前２項の事項を総会に提出し、承認を受けなければならない。 

（規約の改廃） 

第15条 この規約は、総会において出席者の３分の２以上の同意がなければ、

改正又は廃止することができない。 

 （委任） 

第16条 この規約に定めるもののほか、後援会の運営上必要な細則は、会長が

別に定める。 

 

附 則 

 

 この規約は、平成28年5月29日から施行する。 

 この規約は、平成29年7月25日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 


